
 

２０ １ ４ 年度  公 益 社 団 法 人乙 訓 青 年会 議 所  委 員 長 方針  1  

             ３ ５ 周 年特 別 委 員会  委 員 長  岩 井  一 真  2  

 3  

本年 度 、 乙訓 青 年 会議 所 は 創立 ３ ５ 周年 の 節 目を 迎 え ます 。 今 日ま で 様 々な4  

困難 を 乗 り越 え 、 熱い 想 い で行 動 し 続け ら れ た先 輩 諸 兄、 更 に 私た ち の 活動 に5  

ご協 力 頂 いた 関 係 諸団 体 の 皆様 に 感 謝し ま す 。３ ５ 年 の歴 史 あ る乙 訓 青 年会 議6  

所で は あ りま す が 「明 る い 豊か な 社 会」 の 実 現へ の 想 いは 、 創 立時 よ り 今日 に7  

至る ま で 変わ り ま せん 。 次 代の 担 い 手た る 青 年と し て 、理 想 に 燃え 、 未 来へ の8  

期待 を 強 く持 ち 、 大き な 責 任を 自 覚 し「 明 る い豊 か な 社会 」 の 実現 へ 向 けて 、9  

率先 し て 行動 し て いく 事 が 必要 で す 。  1 0  

 私 た ち ３５ 周 年 特別 委 員 会は 、 周 年時 の み に設 置 さ れる 特 別 委員 会 で す。 こ1 1  

の５ 年 に 一度 の 委 員会 活 動 を成 長 出 来る 大 き な機 会 と 捉え 、 委 員会 メ ン バー 一1 2  

人ひ と り が自 信 と 誇り を 持 ち、 一 つ ひと つ の 事業 に 不 動の 心 で 取り 組 み ます 。1 3  

その 姿 を ＬＯ Ｍ メ ンバ ー に 見て 頂 く 事で 、 Ｌ ＯＭ 全 体 を活 性 化 させ 、 更 なる Ｌ1 4  

ＯＭ の 発 展に 繋 が ると 考 え ます 。  1 5  

本年 度 ３ ５周 年 特 別委 員 会 では 、 ３ ４年 間 の 歴史 を 振 り返 る と 共に 、 私 たち1 6  

が掲 げ る ２０ ２ ０ 年ビ ジ ョ ン「 地 球 市民 意 識 あふ れ る 乙訓
ま ち

」の 達 成 に向 け 、 記1 7  

念式 典 に て次 の ５ 年先 を 見 据え た 行 動指 針 を 発表 し 、 乙訓 青 年 会議 所 の 方向 性1 8  

をご 理 解 頂き ま す 。我 々 現 役メ ン バ ーは 、 脈 々と 受 け 継が れ て きた 創 始 の精 神1 9  

と先 輩 諸 兄の 志 を 受け 継 ぎ 、誇 り と 感謝 を 胸 に新 た な る歩 み を 進め て 行 かな け2 0  

れば な り ませ ん 。 その 為 に も、 特 別 会員 の 皆 様に 現 役 メン バ ー の結 束 力 を示 す2 1  

と共 に 、 地域 諸 団 体及 び 行 政関 係 の 皆様 に 対 して も 、 今後 の 乙 訓青 年 会 議所 に2 2  

更な る 期 待感 を 示 せる 記 念 式典 と 懇 親会 を 開 催し ま す 。ま た 、 乙訓 青 年 会議 所2 3  

のこ れ ま での 歴 史 や活 動 を 皆様 に お 伝え 出 来 るよ う 記 念誌 の 制 作を し ま す。 そ2 4  

して 、 地 域コ ミ ュ ニテ ィ の 活性 化 に 向け 、 多 くの 方 が 様々 な 気 付き や 学 びを 得2 5  

るだ け で なく 、 活 気に 満 ち あふ れ た 乙訓
ま ち

の未 来 を 共有 出 来 る記 念 事 業を 開 催 し2 6  

ます 。 二 市一 町 の 行政 と 、 地域 を 見 つめ 素 晴 らし い 乙訓
ま ち

に しよ う と 活動 さ れ て2 7  

いる 関 係 諸団 体 の 皆様 と 、こ れ ま で築 いて き た 絆を 更 に 深く 太 い 物に し な がら 、2 8  

この 事 業 に関 わ る 全て の 方 が一 つ に なっ て 、 乙訓 地 域 の新 し い ネッ ト ワ ーク 構2 9  

築の き っ かけ を 創 出し ま す 。こ れ ら の事 業 を 円滑 に 行 う為 に も 、各 委 員 会と の3 0  

連携 と 調 整を し っ かり と 執 り行 い 、 委員 会 メ ンバ ー の 力を 集 結 出来 る よ うに 活3 1  

動し ま す 。ネ ッ ト ワー ク を 永続 さ せ る為 に は 、組 織 は 盤石 で な けれ ば な りま せ3 2  

ん。 志 の 高い 会 員 を一 人 で も多 く 増 やす 会 員 拡大 活 動 は重 要 と なっ て 来 ます 。3 3  

会員 拡 大 委員 会 へ の連 携 と 協力 を 積 極的 に 行 い、 ま ち づく り 事 業や 青 少 年育 成3 4  

事業 に も 同様 に 委 員会 メ ン バー 一 人 ひと り が 能動 的 に 取り 組 み ます 。  3 5  

最後 に ３ ５周 年 特 別委 員 会 では 、 連 なり の 心 を持 っ て 行動 し ま す。 他 人 の事3 6  

を思 い や る気 持 ち と、 人 を 敬い 礼 を 尽く し て 感謝 と お もて な し の心 で 委 員会 メ3 7  

ンバ ー 同 士が 助 け 合い な が ら委 員 会 活動 を 行 いま す 。 充実 感 と 学び が あ り、 夢3 8  

や希 望 を 掴み 取 る 為に 一 歩 踏み 出 し て行 け る 委員 会 を 目指 し 、 一年 間 活 動し ま3 9  

す。  4 0  


